
平成２９年９月１８日（月）

四国地方整備局 高知河川国道事務所

平成２９年９月台風１８号の仁淀川における治水効果
～大渡ダム・波介川導流路により浸水被害を軽減～

（速報）

■要旨

・波介川導流路の整備により、浸水家屋４戸、浸水面積

５１haを解消。

・大渡ダムにおいて、１，１００万m3の洪水を貯留し、仁

淀川の伊野地点の水位を０．４m低下。

・大渡ダムにおいて、約４，０００m3の流木を捕捉する

ことにより、下流への流出を防いだ。

※本資料は、９月１８日 ８時時点でとりまとめたものです。

※本資料による数値は、現時点での速報値であり、今後修正される場合があります。

【問い合わせ先】

国土交通省 四国地方整備局 高知河川国道事務所

副所長(技術) 岡 林 福好（内線２０４）
おかばやし ふくよし

◎調 査 課 長 新 川 和之（内線３５１）
しん かわ かず ゆき

ＴＥＬ（０８８）８３２－０７７９

国土交通省 四国地方整備局 大渡ダム管理所

管理所長 湯佐 昭 二（内線２０１）
ゆ さ しよう じ

◎管理第一係長 上田 健 司（内線３３２）
う え た たけ し

ＴＥＬ（０８８９）３２－２１２０

◎主たる問い合わせ先



平成２９年９月９日２１時にマリアナ諸島付近で発生した台風１８号は、大型の台風となって沖縄の南海

上を北上し、９月１７日１１時半頃に鹿児島県南九州市付近に上陸しました。その後１７時頃に高知県宿

毛市付近に再上陸し、四国を縦断しました。

仁淀川流域では、この台風により９月１６日から１８日までの総降水量が多いところで４００ミリを超える

など、記録的な大雨となり、伊野地点上流の流域平均総降水量は、３３９mm(速報値)を記録しました。

■台風１８号等雨量線図（国交省・気象庁観測地点）

〔総雨量：平成２９年９月１６日～１８日〕

■レーダー雨量画像(出典：川の防災情報ホームページ)

平成２９年９月１７日１７時００分

■台風１８号経路図(出典：気象庁ホームページ) ■気象衛星画像(出典：気象庁ホームページ)

平成２９年９月１７日１７時

仁淀川流域：池川 （国交省） ４１８mm 日下川流域：佐川 （国交省） ２６６mm

波介川流域：家俊 （国交省） １６５mm 宇治川流域：枝川 （高知県） １２０mm

■代表的な雨量観測所における累加雨量

仁淀川流域

気象の概要 （平成２９年９月 台風１８号）



仁淀川の出水状況 （平成２９年９月 台風１８号）

仁淀川流域では、9月16日から18日までの流域平均総降水量で339mmとなる激しい降雨により、吾川

郡いの町の伊野水位観測所(基準地点)において、17日18時40分頃に「水防団待機水位5.00m」、17日20

時00分頃に「はん濫注意水位6.60m」を超過し、17日22時00分頃に最高水位7.27mに達しました。

■ 出水経過一覧（9月9日から9月18日)

9月 9日 21時00分 台風18号発生

9月 16日 18時43分 大雨洪水警報発令

9月 17日 17時00分 高知河川国道事務所

注意体制

9月 17日 18時40分頃 水防団待機水位5.00m超過

9月 17日 19時00分 水防警報第1号 (待機)発令

9月 17日 19時10分 水防警報第2号 (準備)発令

9月 17日 20時00分頃 はん濫注意水位6.60m超過

9月 17日 20時00分 高知河川国道事務所

注意体制→警戒体制

9月 17日 20時10分 水防警報第3号 (出動)発令

9月 17日 20時30分 仁淀川はん濫注意情報発令

9月 17日 21時20分頃 避難判断水位7.20m超過

9月 17日 22時00分頃 ピーク水位7.27m記録

9月 17日 23時00分頃 避難判断水位7.20mを下回る

9月 18日 0時30分頃 はん濫注意水位6.60mを下回る

9月 18日 0時40分 水防警報第4号 (解除)発令

9月 18日 0時50分 仁淀川はん濫注意情報解除

9月 18日 1時00分 高知河川国道事務所

警戒体制、注意体制を解除

▲平常時の仁淀川橋付近
平常時の伊野水位観測所水位：約1m

約６mの水位上昇

▲仁淀川橋付近
（平成29年9月17日22：30頃）

同時刻の伊野水位観測所水位：7.22m
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【仁淀川】

仁淀川流域平均雨量

伊野水位

ピーク雨量 54.2mm

9/17 18:00
ピーク水位 7.27m

9/17 22:00

水防団待機水位 5.00m

はん濫注意水位 6.60m
避難判断水位 7.20m

はん濫危険水位 7.90m

（m） （mm）

9月16日 9月17日



平成２９年９月台風１８号による洪水に対して、これまでの河川整備が効果を発揮（波介川）

○仁淀川水系波介川では、昭和５０年８月台風５号による豪雨災害を受け、波介川河口導流路を整備し、
平成２４年６月より運用開始しました。

○平成２９年９月１７日に最接近した台風１８号により、家俊雨量観測所（土佐市）で累加雨量１６５ｍｍの降
雨を観測し、波介水位観測所で９月１７日２０時００分にピーク水位３．９１ｍに達しました。

○波介川河口導流路を延伸し、合流点を河口部に切り替えることにより、仁淀川本川の水位の影響を低減
させたことで家屋浸水４戸、浸水面積約５１ｈａを解消しました。

四国地整

事業実施後

2016年(H28)2月撮影

波介川樋門

平常時合流点

波介川潮止堰仁淀川

波介川

洪水時合流点

波介川

波介川

仁淀川

事業実施前

2000年(H12)9月撮影

整備内容

整備前後の浸水想定図

波介水位観測所

高岡高校
土佐市役所

波介川

仁淀川

事業前の合流点

波介川水門

波介川
樋門

波介川河口導流路

十文字堰

いえとし

整備前の想定浸水エリア（計算値）

整備後の浸水エリア（計算値）

波介川河口導流路の効果（平成29年9月台風18号）

位置図
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仁淀川の対応状況（平成 29 年 9 月 台風 18 号） 

・大渡ダムの洪水貯留の状況 

■大渡ダムの状況 

大渡ダムでは今年初めての防災操作を実施し、最大で毎秒約 1,010m3 の洪水貯留を行っ

た結果、下記の地点で水位低下効果（速報値）が発揮されたものと推定されます。 

○伊野地点（一般国道３３号仁淀川橋上流） 約 0.4ｍ 

○越知地点（越知町役場裏）        約 0.8ｍ 

○森地点（森沈下橋付近）         約 2.1ｍ 

9 月 18 日 9 時 00 分頃の大渡ダム貯水位 約 EL 192m 

（洪水貯留後のダムの状況） 

約 4,000m3 の流木を捕捉することにより、下流への

流出を防いだ（平年の発生量５００ｍ３の約 8 倍） 

9 月 17 日 9 時頃の大渡ダム貯水位  約 EL179m 

9 月 14 日 10 時より 

予備放流を実施 

※九州北部豪雨では流木による被害が多く発生したがこれを未然に

防ぐことが出来た。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

大渡ダムの洪水貯留による効果 

■越知地点における大渡ダムの洪水貯留効果 

■大渡ダムの特別防災操作（ダム流下量カット）による、越知地点での効果について 

※伊野、越知地点の水位低下効果はダムによる 洪水貯留が、各地点で発現した場合の推定値です。 

標高は東京湾平均海面からの高さを示しています。水位はその地点での水位計の読み値を示しています。 

■伊野地点における大渡ダムの洪水貯留効果 

大渡ダムでは、通常の防災操作に加え、ダム流下量を大幅に抑え下流地域への被害軽減のための特別防災操作を実施しました。 

ダム流下量を 17 日 21:00 に毎秒 500m3、30 分後更に毎秒 500m3 カットし、流出量低減と相まって越知地点の水位の低下に寄与した

ものと想定しています。 




